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1　 は じめに

　2010 年 と 2011 年 に岡 山大 学で 実施 され た

「JICA ガーナ国男1研 修理数科授業改善 （以下本

邦研修）」に 参加した教師，指導主事．行政官等 （17

名 ， 以下研修員）お よび研修員の 配属先の 上司達

（以下 ス テ
ー

クホル ダー）を対象に ， ガーナ教育省

の 教師教育局お よび地方教育事務所にお い て実施

した聞き取 り調査の結果を報告す る。

2　 調査の背景 と目的

　ガーナで は，初等教育の 理 数科授業にお い て ，

学習者中’N 受業の た めの 指導法改善 と現職教員研

修におい て 指導力向上 を中心 とした授業研究の普

及推進がすすめ られて い る。岡山大学で 行われ る

本邦研修で は．研修員が 日本で 実際の教育活動（理

科授業）に触れなが ら， 指導案 の 作成および教材の

開発，授業研究 の 方法 を習得 し， 学習者中心 の 授

業に対す る見識を深 め実践力を っ けるため の 機会

が提供されてい る。 そ して ，研 修の成果をも とに ，

現地の 教育関係者と研修内容を共 有 ・活用 し， 授

業研究などにお い て も主体的に紹介 ・導入する こ

とが期待 されて い る。 したが っ て ， 本調査で は，

研修員の帰国後の還元活動の 状況を把握し，現地

で の指導法や授業研究の 取 り組み の様子などを調

査する こ とを主たる 目的とし た 。 また ， 報告者は
，

本邦研修にお い て授業研究の 事後協議会に お ける

授業分析に関する講義 ・演習を受け持 っ て い るた

め，研修内容をよ り現地 の ニ
ーズに合わせ るため

の調査 も行 っ た。

3　調査対象 と調査方法

　調査対象者は，2010年および 2011 年にそれぞ

れ参加 した研修員 と，研修員の ス テ
ー

クホル ダー

に対して それぞれ聞き取 り調査を行っ た。質問観

点として ，   研修内容の …賄 につ い て，  研修員

と関係者との 協働活動につ い て ， そして  本邦研

修後の研修員の 変容につ い て ， 半構造化イン タビ

ュ
ー

を用 い て 聞き取 りを実施 し，関係書類を収集

した。

4　調査結果

　研修内容 の 共有 と関係者 との 協働活動 に つ い

て ，研修員は帰国後すみやかに所属する学校など

で還流報告を行 っ て い た。 所属先 の 現職教員研修

や他の 郡を含めた クラス ター研修などに つ い ても

講師を務める こ とで 積極的に企画運営に関わ り，

研修で得た知識や技能の 普及を進 め て い た 。 した

が っ て ス テークホ ル ダーの研修員に対する印象は

良好で あ っ た 。 また，複数の研修員は 日本の学校

で 実践的な経験 を得た こ とが，指導法や授業研究

に関する 自信を深める こ とに繋が っ た と述べ て い

た。 この よ うな研修員の 言葉か ら， 帰国後の 精力

的な活動 に寄与 した こ とが示唆 された。
一

方，本

邦研修の 成果物で あるハ ン ドブ ッ クの 活用につ い

て は ， 他の 教師らとの 共有 ・普及 が 調査時点で は

期待 し た ほどは進ん でい ない 状況で あっ た。また，

授業分析法に関 して は ， リソース や時間等の 制限

の影響 もあり実践された事例は限 られて い た。

5 　今後の展望

　ガーナには，JICA が以前の プ ロ ジ ェ ク トで 開発

した ソー
ス ブ ッ ク とい う指導案や教材を集約 した

資料があ り，ガーナ国内で 広 く利用され て い る 。

本邦研修の 内容をさらに効果的にするた めには ，

こ の ソース ブ ッ ク の改訂に．研修の成果を盛 り込

むべ きだ と考え る。その 際， 研修員と現地教員の

協働は もちろんの こ と nCA 専門家や青年海外協

力隊員 と協調的に ソー
ス ブッ ク の再構築を行い ，

現地の ニ
ーズに よ り適合した形で現職教員研修を

行えぱ ， さらに効果的で継続的な授業改善の 研修

ができ るで あろ うと期待され る。また，報告者 ら

が本邦研修で担当する講義や演習におい て も現地

の 教育環境や条件を最大限考慮 し，本邦研修の 講

義や演習内容 の 更なる充実に努めなければならな

い と感 じた。
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